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上
諏
訪
神
社
の
震
災
記
念
碑

伊
藤

節
堂

大
正
一
二
年
の
（

）
の
関
東
大
震
災
か
ら
今
年
は

1923

六
〇
周
年
を
迎
え
た
。
片
瀬
の
上
諏
訪
神
社
の
境
内
に

は
、
当
時
の
惨
状
を
克
明
に
彫
り
刻
ん
だ
震
災
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
は
そ
の
碑
文
を

記
録
し
、
追
憶
並
び
に
防
災
の
資
料
と
し
た
い
。

片
瀬
小
学
校
正
門
か
ら
江
の
し
ま
道
を
お
よ
そ

二
〇
〇
ｍ
南
下
す
る
と
、
山
側
に
石
の
鳥
居
が
あ
っ

て
、
急
な
石
段
が
山
腹
に
続
く
。
そ
こ
が
上
諏
訪
神

社
で
あ
る
。
傍
の
案
内
板
に
は
、
信
州
諏
訪
神
社
を

勧
請
し
た
も
の
で
、
市
内
諏
訪
神
社
の
中
で
は
最
も

古
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

苔
む
し
た
石
段
は
、
途
中
二
ヵ
所
の
踊
り
場
を
設

け
、
全
部
で
七
十
七
段
あ
っ
た
。

山
の
斜
面
を
切
り
開
い
た
境
内
に
は
夏
草
が
茂
り
、

ミ
ン
ミ
ン
蝉
が
盛
ん
に
鳴
い
て
涼
を
添
え
た
。

社
殿
に
向
か
っ
て
左
側
、
八
つ
手
の
葉
の
伸
び
た
と

こ
ろ
に
震
災
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

高
さ
一
四
〇
㎝
、
巾
八
二
㎝
で
、
碑
文
は
裏
面
に

美
し
い
行
書
体
で
鮮
や
か
に
彫
ら
れ
て
い
た
。

（
碑

文
）

鳴
呼
、
維
時
大
正
拾
二
年
九
月
朔
日
午
前
拾
一
時
五

拾
八
分
、
激
震
俄
に
起
り
、
其
の
区
域
一
府
四
県
に
亘

る
。
殊
に
京
浜
湘
南
房
総
の
地
惨
禍
甚
だ
し
く
、
家

屋
の
倒
壊
焼
失
惨
死
幾
万
な
る
を
知
ら
ず
。
蓋
し
、
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未
曽
有
の
大
震
な
り
と
云
う
べ
し
。
陛
下
深
く
御
軫

念
あ
ら
せ
ら
れ
、
内
需
の
資
一
千
万
円
を
下
し
給
ひ
、

次
い
で
大
詔
を
換
発
し
て
恵
撫
慈
養
の
道
を
示
し
た
ま

ふ
。
洵
に
恐
懼
に
堪
え
ざ
る
な
り
。
当
神
社
も
為
に
、

拝
殿
神
輿
其
他
工
作
物
倒
壊
せ
し
に
依
り
、
痛
く
尊

厳
を
涜
し
奉
る
を
恐
れ
、
直
ち
に
造
り
修
め
な
せ
し
も
、

翌
年
正
月
十
五
日
余
震
甚
し
く
、
更
に
破
損
の
箇
所

を
再
修
し
奉
る
。
氏
子
の
被
害
亦
尠
か
ら
ず
。
全
潰

百
八
拾
戸
、
半
潰
二
百
六
拾
九
戸
、
全
焼
五
戸
、
流

失
拾
四
戸
、
負
傷
者
五
拾
二
名
、
死
者
三
拾
三
名
を

算
し
、
辛
う
じ
て
生
を
得
た
る
も
の
残
壁
毀
瓦
の
間
に

佇
み
て
、
漸
く
一
掬
の
玄
米
に
縷
命
を
繋
ぐ
。
其
悲

惨
悽
愴
の
極
み
、
筆
舌
の
尽
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。

謹
み
て

弥

よ
御
神
明
の
加
護
に
依
り
、
国
家
社
会
の

い
よ
い

安
泰
を
祈
り
奉
り
、
村
長
山
本
益
雄
外
有
志
相
議

り
、
罹
災
死
亡
者
の
為
に
慰
霊
祭
を
執
行
し
、
以
て

茲
に
、
災
記
を
録
し
て
後
世
に
伝
え
と
な
す
と
云
爾
。

因
み
に
罹
災
死
亡
者
の
氏
名
を
記
す

秋
元
幸
太
郎
（
外
二
十
六
名
連
記
）

江
之
島
、
田
淵
六
弥
（
外
五
名
連
記
）

以
上

三
拾
三
名

氏
子
総
代
鈴
木
仁
左
衛
門
（
外
七
名
）

町
世
話
人
小
池
勝
五
郎

（
外
七
名
）

大
正
十
三
年
九
月
一
日
建
之

村
社
諏
訪
神
社
社
掌

相
原
政
雄
選
書

石
工

秋
元
大
太
郎

ま
た
、
片
瀬
二
ノ

の
諏
訪
神
社
下
社
も
上
社

21

と
同
様
倒
壊
し
た
。
復
興
は
昭
和
十
五
年
二
月
氏
子

甘
糟
五
郎
右
衛
門
の
遺
族
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。

（
昭
和

・
９
・
１
記
）

58



- 3 -

夜
明
け
の
カ
ナ
カ
ナ

伊

藤

節

堂

（
は
じ
め
に
）

七
月
十
七
日
の
（
昭

）
明
け
方
カ
ナ
カ
ナ
の
初

58

声
を
聞
い
た
。
急
い
で
時
計
を
見
る
と
午
前
四

時
二
十
五
分
、
聞
こ
え
て
く
る
の
は
長
後
上
合
の
林

か
み
あ
い

の
中
か
ら
で
あ
っ
た
。

カ
ナ
カ
ナ
は
ヒ
グ
ラ
シ
の
名
の
と
う
り
、
日
暮
れ

か
ら
日
没
に
か
け
て
、
も
の
悲
し
く
な
く
蝉
と
思
わ

れ
て
い
る
か
ら
、
夜
明
け
の
カ
ナ
カ
ナ
を
聞
い
た
人

は
少
な
い
と
思
う
。

話
は
大
分
古
く
な
る
が
、
私
が
夜
明
け
の
カ
ナ

カ
ナ
を
初
め
て
聞
い
た
の
は
十
六
年
前
の
昭
和
四

十
二
年
七
月
二
十
二
日
の
朝
の
新
潟
県
で
あ

る
。こ

の
朝
、
北
東
の
空
が
と
き
色
に
明
る
く
な
っ
て
、

何
と
も
言
え
ぬ
美
し
さ
で
あ
っ
た
。
一
瞬
み
と
れ
て

い
た
と
き
で
あ
る
。
突
然
「
カ
ナ
カ
ナ
・
・
・
」

と
朝
も
や
の
か
か
っ
た
林
の
中
か
ら
、
そ
の
朝
も

や
を
破
る
よ
う
に
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
し
て
し
ば
ら

く
の
間
降
る
よ
う
に
鳴
い
た
。

一
、

東
京
の
カ
ナ
カ
ナ

そ
れ
か
ら
五
年
た
っ
た
昭
和
四
十
七
年
の
夏
の
こ
と

で
あ
る
。
毎
日
新
聞
に
、
三
浦
哲
朗
の
「
笹
舟
日
記
」

が
連
載
さ
れ

「
夜
明
け
の
カ
ナ
カ
ナ
」
と
い
う
短

、

編
が
の
っ
た
。
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「
夜
明
け
の
カ
ナ
カ
ナ
は
、
鳴
き
始
め
る
日
は
年

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
毎

朝
鳴
き
出
す
時
間
は
き
ち
ん
と
き
ま
っ
て
い
て
、
そ

れ
は
い
つ
の
年
で
も
変
わ
ら
な
い
。
ま
る
で
時
計
で
も
持

っ
て
い
る
よ
う
に
、
四
時
十
五
分
か
ら
二
十
分

の
間
に
鳴
き
出
す
。
私
は
カ
ナ
カ
ナ
の
声
が
き
こ
え

る
と
、
ま
ず
自
分
の
時
計
を
覗
く
癖
が
つ
い
て
い
る

が
、
四
時
十
五
分
よ
り
前
の
こ
と
も
二
十
分
よ
り
後

の
こ
と
も
、
い
ち
ど
も
な
か
っ
た
。
二
十
分
を
過
ぎ

て
も
鳴
き
出
さ
な
い
と
き
は
、
そ
の
と
き
は
も
う
、

今
年
の
カ
ナ
カ
ナ
の
季
節
は
過
ぎ
た
と
思
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

」
と
鳴
き
始
め
る
時
刻
を
説
明
し
て
あ
っ
た
。

。二
、

新
潟
の
カ
ナ
カ
ナ

こ
れ
を
読
ん
だ
私
は
、
私
な
り
に
夜
明
け
の
カ
ナ

カ
ナ
の
鳴
く
時
刻
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
昭
和
四
十
八
年
七
月
二
十
八
日
で
あ
っ

た
。
午
前
四
時
少
し
過
ぎ
に
目
が
覚
め
、
四
時
十
五

分
こ
ろ
か
ら
緊
張
し
て
耳
を
す
ま
し
た
。

時
計
が
四
時
二
十
分
を
さ
し
た
。
そ
の
と
き
、
南

東
の
方
角
か
ら
か
す
か
に

「
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
」
と

、

き
こ
え
た
。
私
は
幻
聴
か
と
思
っ
て
耳
を
す
ま
し
た

が
、
幻
聴
で
は
な
く
確
か
に
カ
ナ
カ
ナ
の
鳴
き
声

で
あ
っ
た
。

一
つ
で
は
な
く
、
複
数
で
鳴
い
て
い
る
の
で
、
ち

よ
っ
と
し
た
蝉
時
雨
と
な
り
、
四
時
三
十
五
分
に
ぴ

た
り
と
や
ん
だ
。
十
五
分
鳴
い
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
は
、
中
２
日
お
い
て
７
月
三
十
一
日
の
朝
で

あ
る
。
四
時
少
し
過
ぎ
に
目
が
覚
め
た
。
ま
だ
鳴
い
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て
い
な
い
。
時
計
の
針
を
見
な
が
ら
南
東
の
方

向
に
耳
を
す
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
け
や
き
の
大
木
が

何
本
も
あ
っ
て
、
カ
ナ
カ
ナ
の
ね
ぐ
ら
ら
し
い
か
ら

で
あ
る
。

時
間
が
三
時
二
十
分
を
さ
し
た
。
す
る
と
ど
う

で
あ
ろ
う
「
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
」
と
ち
ゃ
ん
と

鳴
い
た
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
恰
も
セ
ッ
ト
し
た
目

覚
ま
し
時
計
の
よ
う
に
正
確
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
は
四
時
四
十
分
ま
で
鳴
い
た
。

三
、
鵠
沼
の
カ
ナ
カ
ナ

昭
和
五
十
三
年
七
月
私
は
新
潟
か
ら
鵠
沼
に
移
り

住
ん
だ
。

私
は
こ
こ
で
も
当
然
夜
明
け
の
カ
ナ
カ
ナ
が
鳴
く

も
の
と
期
待
し
て
毎
朝
耳
を
す
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
何
日
た
っ
て
も
一
向
に
カ
ナ
カ
ナ
の

声
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
カ
ナ
カ
ナ

は
鳴
か
な
か
っ
た
が
、
意
外
な
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

そ
れ
は
、
午
前
四
時
十
八
分
か
ら
二
十
分
ま
で
の

間
に
野
鳥
が
飛
ん
で
き
て
、
ひ
と
し
き
り
鳴
く
と
、

四
時
三
十
五
分
か
ら
四
十
分
ま
で
の
間
に
飛
び
去
る

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
野
鳥
は
あ
と
で
ヒ
ヨ
ド
リ
と
わ

か
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
鳴
き
始
め
か
ら

鳴
き
終
り
の
時
刻
が
、
カ
ナ
カ
ナ
の
鳴
く
時
刻
と
全

く
同
じ
で
あ
っ
た
。

鵠
沼
に
移
っ
て
か
ら
、
カ
ナ
カ
ナ
の
初
鳴
き
を
き

い
た
の
は
、
三
週
間
た
っ
た
七
月
二
十
三
日
午
後
五

時
五
十
四
分
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
毎
日
は
鳴
か
ず
に
、
つ
ぎ
は
五
日
後

の
七
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。
夕
方
風
呂
に
入
っ
て



- 6 -

い
る
と
き
、
隣
家
の
松
の
木
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。

時
刻
は
六
時
十
分
で
、
３
回
鳴
い
て
飛
び
去
っ
た
。

四
、
長
後
の
カ
ナ
カ
ナ

鵠
沼
か
ら
長
後
へ
移
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
五
年

九
月
で
あ
る
か
ら
、
カ
ナ
カ
ナ
を
聞
く
の
は
翌
年
に

な
る
。

昭
和
五
十
六
年
七
月
十
四
日
午
後
六
時
五
十
五
分

に
長
後
の
カ
ナ
カ
ナ
の
初
鳴
き
を
聞
い
た
。
こ
の
月

は
七
月
七
日
か
ら
気
温
三
〇
度
を
越
え
る
真
夏
日
が

六
日
間
つ
づ
き
七
月
十
四
日
も
最
高
温
度
三
一

八
度

.

南
よ
り
の
風
が
吹
い
た
。

五
十
六
年
は
鳴
き
始
め
七
月
十
四
日
、
鳴
き
終
り
八

月
十
七
日
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
七
年
の
初
鳴
き
は
前
年
よ
り
四
日
お
そ

く
、
七
月
十
八
日
午
後
六
時
四
十
分
で
あ
っ
た
。
こ

の
月
は
天
候
不
順
で
、
気
温
が
三
〇
度
を
越
え
た
の

は
七
月
十
二
日
だ
け
、
七
月
十
八
日
も
二
七

四
度
の
曇
り

.

日
で
あ
っ
た
。
五
十
七
年
は
鳴
き
始
め
七
月
十
八
日
、

鳴
き
終
り
八
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。

カ

ナ

カ

ナ

の

初

鳴

き

年

月

日

時

分

時

分

･
･

午
後

･

（
日
入

･

）
鵠
沼

53
7
23

5
54

6
53

･
･

午
前

･
(

日
出

･
)

〃

54
8
15

4
47

4
59

･
･

午
後

･
(

日
入

･
)

長
後

56
7
14

6
55

6
58

･
･

午
後

･
(

日
入

･
)

〃

57
7
18

6
40

6
56

･
･

午
前

･
(

日
出

･
)

〃

58
7
17

4
25

4
37

五
、
真
昼
の
カ
ナ
カ
ナ

保
育
社
発
行
の
「
標
準
原
色
図
鑑
全
集
」
に
は
、
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「
ふ
つ
う
七
月
の
十
日
頃
か
ら
鳴
き
は
じ
め
、
真

夏
が

り
で
あ
る
。
森
林
の
中
で
夜
明
け
と
夕
暮
れ

に
、

の
悲
し
く
カ
ナ
カ
ナ
と
、
高
い
声
で
合

唱
し

日
中
は
く
も
っ
た
と
き
に
鳴
く
」

と
あ

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
私
も
調
べ
た
こ
と

が
あ

。
カ
ナ
カ
ナ
の
鳴
き
始
め
の
時
刻

調
査
年
月

昭
和

年

月

51

5

〃

場
所

新
潟
県
村
上
市
（
自
宅
で
）

月

日

・

・

午
後

・

曇
り

8

1

2

26

・

〃

・

雨

8

2

2

27

・

〃

・

雨

8

3

4

47

・

〃

・

晴
れ

8

4

1

37

・

午
後

・

曇
り

8

5

1

33

・

〃

・

曇
り

8

6

1

12

・

〃

・

曇
り

8

7

1

55

・

〃

・

曇
り

8

8

0

47

・

〃

・

雨

8

9

3

27

・

〃

・

曇
り

8

10

3

1

・

〃

・

う
す
曇
り

8

11

0

43

・

正

午

晴
れ

8

12
・

〃

・

曇
り

8

13

3

33

・

〃

・

曇
り

8

14

1

3

・

〃

・

曇
り

8

15

3

52

・

〃

・

曇
り

8

16

4

53

・

〃

・

晴
れ

8

17

2

20

・

〃

・

晴
れ

8

18

6

36

・

〃

・

晴
れ

8

19

5

14

・

〃

・

曇
り

8

20

6

14

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
カ
ナ
カ
ナ

と
い
え
ば
ヒ
グ
ラ
シ
の
名
の
と
う
り
、
日
暮
れ
か
ら
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日
没
に
か
け
て
鳴
く
セ
ミ
と
理
解
し
て
い
た
の
だ
が
、

こ
の
デ
ー
タ
は
、
さ
ら
に
新
し
い
事
実
を
教
え
て
く

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
と
に
、
ど
ん
よ
り
し
た
曇
り
空
な
ら
い
ざ
知

ら
ず
八
月
の
晴
天
下
に
お
い
て
、
正
午
、
０
時
47

分
、
１
時

分
な
ど
、
真
昼
間
に
カ
ナ
カ
ナ
が
鳴
い

37

た
事
実
は
、
誰
も
信
じ
て
く
れ
そ
う
も
な
い
新
し
い

発
見
で
あ
っ
た
。

以
上
、
長
々
と
書
き
連
ね
た
カ
ナ
カ
ナ
と
時
刻
と

の
関
係
を
、
表
に
ま
と
め
て
、
こ
の
項
を
終
わ
る
。

あ
と
が
き

こ
れ
を
書
き
な
が
ら
カ
ナ
カ
ナ
の
天
敵
は
ヒ
ヨ

ド
リ
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
新
潟
に
は
ヒ
ヨ
ド
リ

が
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
カ
ナ
カ
ナ
の
鳴
く

と
き
は
、
一
山
が
蝉
時
雨
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
鵠
沼

で
は
、
カ
ナ
カ
ナ
が
鳴
く
時
刻
に
ヒ
ヨ
ド
リ
が
や
っ

て
く
る
。
ヒ
ヨ
ド
リ
の
襲
げ
き
を
逃
れ
た
数
少
な
い

カ
ナ
カ
ナ
が
辛
う
じ
て
生
き
残
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
他
の
蝉
も
同
様
で
あ
る

（
昭
和

・

・

記
）

58

8

1
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この異常気象に小さい生命が耐えてくれるかどうか気になる。

４、５年後には植物を殖やして市民の皆さんに公開出来得る様

努力したい。

幻を真実にするために陰のお力添えを賜った諸兄先生方のご

努力とご協力に対し衷心より感謝申し上げます。今後ともご

指導賜りますようお願い申し上げます。
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（鎌倉東慶寺ならぬ）東京大学理学部へ駆け込みを計った。幸か

不幸か当日は資料館と植物部門は新館ヘトラックで引っ越しの真

っ最中で担当教授にはお目に掛かれぬと受付で断られた。

移転先を訪ねて直接大場秀章理学博士にお目に掛かれた。事情

を訴え大学保存の鵠沼蘭の標本と照合をお願いした。大場先

生は採収蘭の花と根を注意深く観察された後で先生のお部屋

に案内された。部屋は引っ越しを物語り足の踏み場もない。机上の

.書籍を取り除き腰掛を探していただいた

大場先生は「貴重な蘭の様である。詳しく調べて見たいの

で後日連絡を･････ 。私はこの蘭が鵠沼蘭と認定されたら大」

学より鑑定書を発行のお願いをした。自信に満ちて浅井先生

を訪れたが不在であった。

４月 日東大の大場先生より正真の「鵠沼蘭」である、持28

参の蘭は大学の標本として保存したい、この蘭については不

明の点が多いので今後の調査に協力されたい、との依頼があつ

た。

浅井先生よりもご連絡を戴き真物の「鵠沼蘭」であり私の

理論は取消す、お目出度うと今後の蘭に対するアドバイスが

あった。

５月 日東京大学総合研究資料館植物部門より「鵠沼蘭13

」の鑑定書を送付して戴いた。

鵠沼蘭については来年度より本格的調査に入る予定で、
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この方のところへお伺いしてお話の様子によると、松露（し

ょうろ）は召し上がっているし、蘭については 年前小鳥2,3

が運んできたのか、白い花が咲き今年もたくさん殖えた（選挙パ

ンフレットの写真に似ている）とのことであった。

松露は松の根つ子に散生していた。蘭は図鑑と照合し

てみた （ぎんらん）かと見あやまるような葉形、葉数は「。

鵠沼蘭」に似通よつている。開花まで待つことにした。

４月 日蘭の茎が ㎝も伸び上り、蘭は 個のうち 輪25 10 15 2

が純白に脹み先端が僅かに開いていた。蘭を採取した。諏訪

先生にお目に掛けた 「まだ実物を見たことがない、ひよつ。

とすると･････」先生の教え子で帰化植物の浅井康宏氏に見

て戴くよう紹介された （氏は藤沢市片瀬出身）。

浅井先生からのお電話で「私は 年間鵠沼蘭20

を探していたが見当たらない。服部静夫（帝国大学）博士の採

取された蘭は（はまかきらんとぎんらん）の突然変異であ

ると思う。実在しないのでは･････」採集した蘭を持参する

よう指示があった。

私は浅井先生の思いもよらぬご意見に自信を失い掛けたが

、突然変異は数多くはできるものでない。鵠沼蘭の資料はな

い･････ 一夜をまんじりともせず考えた末、東大の標本と照

合して自信をつけて、浅井先生に採取蘭をお目に掛けようと

計画をした。
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ら 日間未知の蘭を捜して、成果がない自分が哀れであった。15

文献には「和名鵠沼という地名で、今は藤沢市に属し

すつかり市街になったが、以前は前面に江ノ島を控えた静かな

保養地であった （中略）現在では土地開発で松林はほとんど。

伐られ、ハマカキランとともに貴重な の埴生がtype locality

失われたのは残念である」と記されている。

主な土地開発を調べてみると、昭和６年９月より 年８月11

までの府県道片瀬大磯線（鎌倉郡片瀬町竜口寺前府県道片瀬・

鎌倉線を起点とし、海岸線に沿い海軍用地手前を浜見山経由 中

郡大磯町郵便局前に於て国道１号線に合する 米区間（16,722

現 号線）に結ぶ道路と海水浴、住宅、別荘等）が開発され134

ている。

せっかく地名のついた「鵠沼蘭」を幻でなく実物を探し次の

世代に伝えるため

地元選出番場県議に計画と趣旨を説明して、千葉県に「鵠

沼蘭」の埴生について照会を依頼した。

発見の動機は次の通りである。 年統一地方選挙に番場定58

孝氏は「自然が教えてくれる今日までの湘南 そして 明日か

ら」をテーマとして（鵠沼蘭と松露）を照会され、この小さな

自然が失われていくのは残念で生活環境等の保護が急務である

と訴えられ上位で当選された。この選挙パンフレットを読まれた

方から情報をいただいた。
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幻のくげぬまらんを探して

塩 沢 務1983

地名のついた「鵠沼蘭」の名を御存じの方は少なくない。

この蘭を見た方は殆どないようである。私が「鵠沼蘭」を知

つたのは６年くらい前のことである。ある調査のために古老をお尋

ねしてお話を聞くうちに「鵠沼蘭」の名前が出て来た。どんな

蘭であろうかと古老にお尋ねして見ると、まだ見たことがない

との返事である。地名のついた蘭に興味をもつたが実在してい

るものかと図鑑等を調べたが見当たらなかった。その後蘭のこと

は忘れていた。

年３月「藤沢の自然と植物」と題した諏訪松男（現高谷小56

学校長）先生の講演を聞いた 「幻の鵠沼蘭」について言及さ。

れ、私にとって再びの出合いであった。

それ以来「鵠沼蘭」の資料調査を行ったが、余り文献が少ないの

は残念で記録の調査も行い、山野草植物愛好家をお尋ねして廻

うたが、今は実在しないとの返事であった。

同年５月初め諏訪先生をリーダーにお願いして「鵠沼蘭」の埴生

調査を辻堂、鵠沼の大きな屋敷内と引地川周辺で行ったが、や

はり幻であった。

牧野図鑑によると「相模湾沿岸から千葉県にかけて海岸砂

丘松林の中に自生する」とある。

鵠沼、茅ケ崎までの海岸砂丘松林の中をくもの巣と戦いなが



昭和５８年９月１３日発行

鵠沼を語る会

藤沢市鵠沼海岸２－１０－３４

鵠沼公民館内

電話３３－２００１、２００２
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